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の経験 した某令嬢 との会話である.『泌尿器科学とは泌尿,性 器の生理,病 理を明らかに
し,此 の系統の疾患の治療,特 に外科的治療を研究する学問である.例えば腎結核に於て
出来 るだけ変化のある部分 のみを摘出する様努力した り,膀胱癌では膀胱を摘出した後の
尿路 をどの様にすれば患者 の予後に一番 よいかを研究したり,又不妊の男子による原因を
明らかにしてその治療方法 を考えたりしているのが最近の傾向である』 と説明すると,や
つと 「そんな事迄する学問ですか,私 は叉性病だけの専門医だ とばか り思つていました」













とも云い得 よう 腎結核や膀胱腫瘍の患者が数多 くの一般医をめぐり歩いて手術不能の状
態になつてやつ と我汝の外来にたどりつ く事の今日街少 くないのを経験する度に一層此の
問題の重要性を感ぜずにはいられない.然 し此の点は決して一朝一夕に解決出来るもので
はない.諸先輩の絶ゆまぬ努力によつて少 くとも現在の盛大な学会に発展した我汝の学問
をより根深いものとす る為には今後 も くりかえし行わねばならぬ課題であろう.
此の点 と関連 して考えさせられるのはやは り我 汝学問の独立性に就てである.太部分の
大学で泌尿器科学講座の分離が行われ,学 会も叉皮膚科学会 と完全に分離iして街且盛大 な
状態を維持 しておる事は誠に喜ばしい.然 し,今 印苛講座の独立をみない官公立大学も少
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くない.特 に病院関係にあつては独立 して存在しているものは甚だ少い.一 昨汝年,京 都
に於て開催せ られた医学会総会の泌尿器科学分科会に於て新制大学院の泌尿器科学講座の
独立が提唱されたが,其 の後此の問題が如何なる発展を見ておるかに就 ては私には解 らな





入の認める所である.然 し我 汝が此の一分科 としての狭い範囲に閉ちこもつている限 り,
より以上の飛躍は望み得 ない.少 くとも泌尿,性 器の病理の解明,疾 患の治療を目的とす
る以上,性 機能,妊 孕其 の他所謂Sexualscienceとしての追求も我汝に与えられた課題
の一つではなかろうか.遺 憾乍 ら現在迄我汝の領域に於 ける此の方面の研究は極めて徴汝
たるものであつた.在来の教科書を通読しても極めて僅かの部分が此の方面の説明にさか









云 える.此 の意味で内分泌学会,不 妊学会等に於 て,生化学者,生 物学者等 との交流が多
くなつた事 も意味のある事である.此等の機会によつて我汝の視野も拡が り又多 くの新知
識が与えられる訳で,我 汝とは全 く無関係に見える生物現象から案外重要な示唆の与 られ
る事も少 くない.此 の様な発展のし方が果 して泌尿器科学の邪道であるか否かは別 として
我 ・々の進むべき一つの方向である事には異論はあるまい と思われ る.そ してかかる多角的
にも見える発展が泌尿器科学の社会的認識を深める上 に少からず役立つとも考え られ る.
然 し問題は伺処女地であり叉その前途は甚だ困難である.器質的疾患の解明より更に進ん
で機能的疾患の解明へ発展する事は現代医学の最も苦 しんでいる課題であり且悲願である
が,そ れはSexualscienceに於て特にその典型的状態が認められるからである.然 し此
の壁を打ち破つてこそ泌尿器科学が社会より名実共に最 も尊敬される医学の一分科 として
の栄餐を与えられるものではあるまいか.
